
【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

１ 評価機関 

平成２１年 ２月１８日～平成 ２１年２月１８日 

 2　評価対象事業者

種別：

定員（利用者人数）： 名

TEL

 3 評価結果総評（利用者調査結果を含む。） 

◆ 特に評価の高い点 

◆ 特に改善を求められる点 

・今後の利用者数の変化や利用者の意向に対する柔軟なサービスの提供に備え、業務量に
応じた人員体制を構築することにより、職員の業務負担の軽減と業務の円滑化を図る努力
が必要と思われる。

・現在、サービスに対して満足している利用者が多い事が、アンケート調査から読み取れ
るが、今後、利用者のニーズの変化等に応じて、継続的に意見や意向の把握に努める事が
必要と思われる。

名　　　称 

代表者氏名

所　在　地 

総合福祉サービス 通所介護

近藤　裕通 14

047-381-1187千葉県浦安市海楽1-3-13

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

名　　　称 

所　在　地 

評価実施期間

株式会社　日本ビジネスシステム

千葉県市川市富浜3-8-8

・「誠実」「丁寧」「明るく元気」を心掛けた真心対応により、利用者や地域の高い信頼
を得ながら地域に根ざした事業展開を行っている。また、人材が安定していると共に、各
職員の質が高く、安心かつ安定したサービスを提供している。

・職員間の情報共有及び意思疎通を徹底した上で、利用者の主体性を尊重したサービス提
供に努めている。今回の評価におけるアンケート調査からも、この点は高く評価されてお
り、利用者・家族が安心してサービスを受けている事が読み取れる。

・利用定員14名に対して、十分な職員配置がなされており、アットホームで細部に行き
届いたサービス提供がなされている。

・施設内はバリアフリーとなっており、手すりや階段リフトの設置等により安全な環境づ
くりがなされている。

・浴室が2箇所設置されており、円滑な入浴支援が可能となっている。また、脱衣室から
浴室・浴槽まで移動できるリフトの設置や浴室の設計の工夫により、利用者の身体状況に
合わせた支援が可能となっている。

・機能訓練が体操・散歩・ベッドリハビリ等と多岐に渡って実践されており、利用者の身
体機能の維持・向上が図られている。また、マッサージチェアが3台設置されており、利
用者の好評を得ている。
　
・事業運営については組織全体で取り組んでおり、現場の意見や考え方を中心としてサー
ビスの内容や方針等が検討されている。また、代表と職員がフラットな関係性を保つこと
により、業務に対する職員の意欲向上と働きやすい職場環境づくりがなされている。

・法人内の居宅介護支援・訪問介護・訪問入浴介護のサービス部門との連携を強化し、総
合的なサービス展開を図っている。

株式会社　日本ビジネスシステム



【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

 4 第三者評価結果に対する事業者のコメント （受審事業者の意見）

5  事業者の特徴（受審事業者の意見）

高い評価を頂き、日々の努力が認められたことをうれしく思います。今後もこの高い
評価に甘んじる事無く、より一層のサービスの質の向上を目指し努めて行きたいと思
います。

・小規模の利点を活かし、個別にきめ細かいサービス提供が行なえる。

・近くに公園があるので、機能訓練を兼ねてお散歩ができる。

株式会社　日本ビジネスシステム



【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

６　分野別特記事項

　【施設共通項目】

　【介護サービス項目】

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

大項目

Ⅰ

福祉サービスの
基本方針と組織

分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）

・事業所の理念及び基本方針の中心項目でもある真心対応の徹底に
より、利用者や家族及び地域の高い信頼を得ている。

・法人内の他の介護サービスとの連携により、総合的なサービスを
展開している。

・年度計画・中期計画・長期計画に具体的な目標が掲げられてお
り、職員全員が高い意識を持って日々の業務を行っている。

大項目 分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）

Ⅱ

組織の運営管理

・代表が地域の介護保険事業の発展に寄与した役割を担っており、
福祉サービスの動向や地域のニーズを意識した運営に法人全体が一
丸となって取り組んでいる。

・業務分析が的確に行われていると共に、経営状況の透明化が図ら
れている。

・人事評価の有効活用により、総合的な人材育成とサービスの質の
向上が図られている。

・福利厚生の充実により、安心かつ意欲的に働ける職場環境の構築
に努めている。

・介護サービスに関するマニュアルが整備されていると共に、職員
に対する研修も実施されており、サービスの質の確保に努めてい
る。
　
・日々の情報交換や定期的な会議の開催により、情報の共有化と確
実なサービス提供がなされている。
　
・家族・主治医・介護支援専門員・他のサービス事業者等との確実
な連携により、適切なチームケアの実践がなされている。

・職員に対して倫理及び法令遵守の周知徹底を図っており、適切な
事業運営を行っている。

・組織体制及び業務分担が明確に規定されており、各職員が責任を
持って業務を遂行すると共に、職員間で協力できる体制を確立して
いる。
　
・業務の内容や課題については、定期的に幹部職員及び現場職員合
同で話し合いが行われており、質の高いサービス提供に努めてい
る。

・利用者アンケートやサービス提供に関する自己評価の実施によ
り、業務の適正化と質の向上に努めている。

Ⅱ

介護サービスを提
供する事業所又は
施設の運営状況に
関する事項

Ⅰ

介護サービスの内
容に関する事項

株式会社　日本ビジネスシステム



【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

Ⅰ 1
(1)

1①理念が明文化されている。 a

2②理念に基づく基本方針が明文化されている。 a
(2)

3①理念や基本方針が職員に周知・理解されている。 a

4②理念や基本方針が利用者等に周知されている。 a

2
(1) 中・長期的なビ
ジョンの明確化 5①中・長期計画を踏まえた事業計画が作成されている。 a
(2) 重要課題の明確
化 6①事業計画達成のための重要課題が明確化されている。 a
(3) 計画の適正な策
定 7

①施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定するに当たっては､職員と幹部職
員とが合議する仕組みがある。 a

3 8①質の向上に意欲を持ち、その取り組みに指導力を発揮している。 a

9②経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発揮している。 a

Ⅱ 1 10①事業経営を取り巻く環境が的確に把握されている。 a

11②経営状況を分析して、改善すべき課題を発見する取り組みを行っている。 a

2
(1)

12①人事方針を策定し、人事を計画的・組織的に行っている。 a

13②職員評価が客観的な基準に基づいて行われている。 a

14
①事業所の就業関係の改善課題について､スタッフ（委託業者を含む）などの現
場の意見を幹部職員が把握できる仕組みがある。 a

15②福利厚生に積極的に取り組んでいる。 a

組織
の運
営管
理

経営状況
の把握

(1) 経営環境の変化
等への対応

(2) 職員の就業への
配慮

人事管理体制の
整備

人材の確
保・養成

項目

(1) 管理者のリー
ダーシップ

中項目 小項目

理念・基本方針
の確立

理念・基本方針
の周知

福祉
サー
ビス
の基
本方
針と
組織

理念・基
本方針

計画の策
定

管理者の
責任と
リーダー
シップ

福祉サービス第三者評価共通項目（居宅系・介護サービス）の評価結果

大項目

評価
結果

株式会社　日本ビジネスシステム



【千葉県】有限会社 総合福祉サービス 項目別コメント・組織（公表用） 

  

事業者名  総合福祉サービス

評価基準 評点 コメント

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立されている。

1

2

Ⅰ－１－（２）　理念、基本方針が周知されている。

3

4

Ⅰー２　計画の策定

5

Ⅰ－２－（２）　重要課題の明確化

6

Ⅰ－２－（３）　計画が適切に策定されている。

7

項目
番号

Ⅰ－２－（３）－①　施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定
するに当たっては､職員と幹部職員とが合議する仕組みがある。

Ⅰ－２－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされてい
る。

Ⅰ－１－（１）－①　理念が明文化されている。

Ⅰ－２－（２）－①　事業計画達成のための重要課題が明確化され
ている。

Ⅰ－１－（１）－②　理念に基づく基本方針が明文化されている。

Ⅰ－２－（１）－①　中・長期計画を踏まえた事業計画が策定され
ている。

a

理念及び基本方針をわかりやすく作成した上で、契
約時に説明し理解を得ている。常に理念に基づいた
真心対応の姿勢を徹底しており、利用者及び家族の
好評を得ている。

理念及び基本方針を職員全員に配布していると共
に、毎月職員会議で唱和している。また、社内研修
会を開催し、周知徹底を図っている。

3年間の中期計画及び5年間の長期計画が作成されて
おり、具体的な目標が明文化されている。計画内容
には、事業の安定化・新規事業の開発・人員の確保
及び質の向上が謳われている。

Ⅰ－１－（２）－①　理念や基本方針が職員に周知されている。

Ⅰ－１－（２）－②　理念や基本方針が利用者等に周知されてい
る。

代表と幹部職員がサービスの実施状況に基づいて、
計画作成の合議を行っている。トップダウン方式で
はなく、フラットな関係性を保ち、職員の意向や自
主性を尊重した計画づくりがなされている。毎年計
画に対する評価を行い、職員全員に周知していると
共に、改善策を検討している。

a

項目別評価結果・評価コメント

a

a

a

常に健康と心に豊かさを持って真心対応を実行する
ことを理念の主眼にしており、顧客満足度の向上を
図ると共に、地域社会の発展に貢献し、社員の幸福
と顧客に信頼される企業を目指している。

理念に基づく基本方針が明文化されており、真心対
応の徹底により、利用者の信頼を獲得し、営業基盤
の充実を目指している。また、法人内の他の介護
サービスとの連携強化により、総合的なサービスの
実施に努めている。

a

人員体制の強化により、円滑かつ質の高いサービス
提供を目指している。また、法人全体の連携強化で
総合営業を行い目標の達成に努めている。
a

株式会社　日本ビジネスシステム



【千葉県】有限会社 総合福祉サービス 項目別コメント・組織（公表用） 

評価基準 評点 コメント

Ⅰ－３　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅰ－３－（１）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

8

9

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　経営状況の把握

Ⅱ－１－（１）　経営環境の変化等への対応

10

11

Ⅱ－２　人材の確保・養成

Ⅱ－２－（１）　人事管理の体制が整備されている。

12

13

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

14

15

Ⅱ－２－（２）－①事業所の改善課題について､スタッフ（委託業
者を含む）などの現場の意見を幹部職員が把握できる仕組みがあ
る。

Ⅱ－２－（２）－②福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。

Ⅱ－１－（１）－②　経営状況を分析して改善すべき課題を発見す
る取り組みを行っている。

Ⅱ－１－（１）－①　事業経営をとりまく環境が的確に把握されて
いる。

Ⅱ－２－（１）－②職員評価が客観的な基準に基づいて行われてい
る。

Ⅰ－３－（１）－①　質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力
を発揮している。

Ⅰ－３－（１）－②　経営や業務の効率化と改善に向けた取り組み
に指導力を発揮している。

Ⅱ－２－（１）－①人事方針を策定し、これに基づく職員採用、人
材育成を計画的・組織的に行っている。

利用者や家族に対するモニタリングを通して、サー
ビス内容の評価・分析を行っている。また、アン
ケート調査を行い、サービスの見直しを行ってい
る。定期的な会議及び研修の実施や日々のミーティ
ングの実施により、各職員の能力とサービスの質の
向上を図っている。

定期的に人事評価及び財務・業務分析を行い、サー
ビス運営の向上に努めている。また、職員が中心と
なって向上委員会による合議が定期的に行われてい
る。人材配置の工夫や人材育成の強化により、職員
の業務意欲と能力を引き出している。

a

代表が浦安市の介護保険運営協議会に参加してお
り、福祉サービス全体の動向を常に把握・意識しな
がら、職員の育成に当たっている。また、介護保険
事業者連絡会副会長を務めており、行政との話し合
いや情報交換、地域ニーズの汲み上げを行い、地域
福祉の質の向上に努めている。

a

a

a

仮眠ベッドやマッサージ器等の配置により、職員の
休憩時にゆっくりくつろげるような配慮がなされて
いる。特定のホテルや旅館の宿泊割引制度がある。
その他にも、弁護士・税理士・医師等の専門家直接
相談できる体制を構築している。

a

年間の売上月別推移表が作成され、職員に周知され
ており、経営状況の透明性が確保されている。売上
の予定と実績が近似値となっており、業務分析が
しっかり行われた結果が汲み取れる。

改善課題については、随時合議をしており、職員の
意見を尊重した上で、業務改善を図っている。ま
た、社内全体会議での意見交換や客観的データをも
とに業務課題を検討し、運営及び業務の質の向上を
図っている。

a

人事評価シートを活用し年に1回職員評価を行って
いる。評価項目は6項目に分けられ、詳細な人事評
価が行われている。評価結果については、個々に説
明及び指導を行い、人材の育成に繋げている。

a

就業規則及び職務規定に人事方針が明文化されてい
る。また、給与基準についても明文化されており、
客観的な基準が規定されている。職員の採用方法や
選考基準を明確化することにより、的確な人材採用
がなされている。

a
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【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

1 (1)
介護サービスの提供開始時における利用者等に対する説明及び利用者等
の同意の取得の状況 a

2 (2) 利用者等に関する情報の把握及び課題の分析の実施の状況 a

3 (3)
利用者等の状態に応じた通所介護計画の作成及び利用者等の同意の取得
の状況 a

4 (4) 利用者等に対する利用者が負担する利用料に関する説明の状況 a

5 (1) 認知症の利用者に対する介護サービスの質の確保のための取組の状況 a

6 (2) 利用者のプライバシーの保護のための取組の状況 a

7 (3) 身体拘束等の廃止のための取組の状況 a

8 (4) 利用者ごとの計画的な機能訓練の実施の状況 a

9 (5) 利用者の家族等との連携、交流等のための取組の状況 a

10 (6) 入浴、排せつ、食事等の介助の質の確保のための取組の状況 a

11 (7) 健康管理のための取組の状況 a

12 (8) 安全な送迎のための取組の状況 a

13 (9) レクリエーションの実施に関する取組の状況 a

14 (10) 施設、設備等の安全性等への配慮の状況 a
３．相談、苦情
等の対応のため
に講じている措
置

15 (1) 相談、苦情等の対応のための取組の状況 a

16 (1) 介護サービスの提供状況の把握のための取組の状況 a

17 (2) 介護サービスに係る計画等の見直しの実施の状況 a

18 (1) 介護支援専門員等との連携の状況 a

19 (2) 主治の医師等との連携の状況 a

20 (3) 地域との連携、交流等の取組の状況 a

21 (1)
従業者等に対する従業者等が守るべき倫理、法令等の周知等の実施の状
況 a

22 (2) 計画的な事業運営のための取組の状況 a

23 (3) 事業運営の透明性の確保のための取組の状況 a

24 (4) 介護サービスの提供に当たって改善すべき課題に対する取組の状況 a

25 (1) 事業所における役割分担等の明確化のための取組の状況 a

26 (2)
介護サービスの提供のために必要な情報について従業者間で共有するた
めの取組の状況 a

３．安全管理及
び衛生管理のた
めに講じている
措置

27 (1) 安全管理及び衛生管理のための取組の状況 a

28 (1) 個人情報の保護の確保のための取組の状況 a

29 (2) 介護サービスの提供記録の開示の実施の状況 a

30 (1) 従業者等の計画的な教育、研修等の実施の状況 a

31 (2)
利用者等の意向等を踏まえた介護サービスの提供内容の改善の実施の状
況 a

32 (3)
介護サービスの提供のためのマニュアル等の活用及び見直しの実施の状
況 a

評価
結果

福祉サービス第三者評価項目（通所介護）の評価結果

大項目 中項目 小項目（評価項目）

５．介護サービ
スの質の確保の
ために総合的に
講じている措置

Ⅱ．介護
サービスを
提供する事
業所又は施
設の運営状
況に関する
事項

１．介護サービ
スの提供開始時
における利用者
等に対する説明
及び契約等に当
たり、利用者の
権利擁護等のた
めに講じている
措置

２．事業運営を
行う事業所の運
営管理、業務分
担、情報の共有
等のために講じ
ている措置

Ⅰ．介護
サービスの
内容に関す
る事項

４．介護サービ
スの内容の評
価、改善等のた
めに講じている
措置

１．適切な事業
運営の確保のた
めに講じている
措置

４．情報の管
理、個人情報保
護等のために講
じている措置

２．利用者本位
の介護サービス
の質の確保のた
めに講じている
措置

５．介護サービ
スの質の確保、
透明性の確保等
のために実施し
ている外部の者
等との連携
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【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

事業者名 総合福祉サービス

評点 コメント

(1) 1

(2) 2

(3) 3

(4) 4

(1) 5

(2) 6

(3) 7

(4) 8

(5) 9

(6) 10

(7) 11

Ⅰ．介護サービスの内容に関する事項

１．介護サービスの提供開始時における利用者等に対する説明及び契約
等に当たり、利用者の権利擁護等のために講じている措置

通所介護計画は、利用者及びその家族の希望を踏まえたうえ機能訓
練等の目標を記載し、利用者又は家族に説明のうえ同意を得て作成
している。

項
目
番
号

項目別評価結果・評価コメント

a
サービス導入の面接時において利用者の心身状況をしっか
り把握し、身体状況・健康状態・生活状況等についてアセ
スメントを行っている。

a
利用者及び家族の希望と居宅サービス計画の方針を中心と
して、通所介護計画を作成している。また、機能訓練や日
中活動等に関する目標及びサービス内容が細かく記載され
ている。作成後は、利用者及び家族に説明の上、同意を得
て交付されている。

利用者及びその家族の希望を聴取するとともに、利用者の心身の状
況を把握している。

評価基準

利用申込者等からのサービス提供契約前の問合せ及び見学に対応す
る仕組みがあり、利用申込者のサービスの選択に資する重要事項に
ついて説明し、同意を得ている。

利用者又はその家族に対して、必要な利用料の計算方法についてに
説明をし、同意を得ている。

サービス提供開始時に、体温、血圧等利用者の健康状態を確認し、
健康状態に問題があると判断した場合には、家族や主治医等との連
絡を図り、サービス内容の変更を行うなど利用者の健康管理を行っ
ている。

サービス利用に関する問い合わせや施設の見学について
は、随時対応しており、記録も整備されている。契約書・
契約書別紙・重要事項説明書・個人情報使用同意書が作成
されており、利用を希望された際は、内容を十分に説明の
上、本人及び家族から署名・捺印を得ている。また、本人
の判断能力が不十分な場合は家族または家族に代わる第三
者からも同意を得ている。

認知症ケアに関する研修や会議の実施記録により質の向上
を目指す姿勢がうかがえる。、認知症ケアマニュアルが作
成されており、対応についての共有化が図られている。

a

a

a

a

利用者ごとの連絡帳があり、利用時の活動状況報告及び家
族との情報・意見交換がなされている。行事等について
は、家族に連絡し、参加を呼びかけている。家族が参加で
きる外食会等が実施されており、利用者及び家族との意見
交換や懇談の機会を設けている。

a

利用料金については書面で説明を行い、同意を得た上で署
名・捺印を得ている。また、利用請求書には介護保険給付
分と給付以外に分けてサービス提供内容が記されている。

身体拘束廃止の取組みに関する施設の理念及び方針が明文
化されている。また、マニュアルが作成されていると共
に、研修が実施されており、全職員に周知徹底されてい
る。事業開始以来、身体拘束は行われていない。

利用者及び家族に対して同意を得た上でプライバシー保護
を行っている。利用者のプライバシー保護の取り組みに関
するマニュアルを作成し、全職員に配布している。研修や
会議等を通じてプライバシー保護の徹底を図っている。

a

a

a
利用者ごとの個別機能訓練計画があり、実施及び評価も適
切に行なわれている。利用者の身体状況に合わせて、詳細
に機能訓練の内容が記載されており、身体機能の維持・向
上に向けた取組みがなされている。

介護項目ごとにマニュアルが作成されていると共に、研修
が定期的に実施されており、サービスの質の確保に努めて
いる。また、実施内容が各項目ごとに記録され、家族に報
告されている。食事については利用者の嗜好及び食事形態
の希望を確認し、適切な食事提供を行っている。

健康管理についてのマニュアルに基づき、サービス利用の
都度、バイタルや一般状態を確認し記録している。健康状
態に問題がある場合は、家族、主治医へ連絡すると共に、
経過を記録している。また、状態に応じて入浴や機能訓練
等のサービス内容を変更し、静養してもらうようにして
る。

２．利用者本位の介護サービスの質の確保のために講じている措置

利用者の家族との交流を行うなど、利用者及びその家族との意見交
換等を行う機会を設けている。

入浴介助、清拭及び整容、排せつ介助、食事介助等に関して、通所
介護の質を確保するための取り組みがあり、利用者ごとに実施内容
を記録している。

認知症ケアの質を確保するために、従業者に対する認知症に関する
研修を行うなどの取り組みを行っている。

身体拘束等の廃止のための取組みを行っており、機能している。

利用者のプライバシーの保護の取組みを図っている。

機能訓練の必要な利用者に対しては、計画的に機能訓練を行ってい
る。

a
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【千葉県】有限会社 総合福祉サービス

評点 コメント
項

評価基準

(8) 12

(9) 13

(10) 14

(1) 15

(1) 16

(2) 17

(1) 18

(2) 19

(3) 20

(1) 21

(2) 22

５．介護サービスの質の確保、透明性の確保等のために実施している外
部の者等との連携

a

事業所の行事、催し、サービス内容等について、地域への情報提供
を行ったり、ボランティアを受け入れる仕組みがある。

Ⅱ．介護サービスを提供する事業所又は施設の運営状況に関する事項

１．適切な事業運営の確保のために講じている措置

事業計画を毎年度作成しており、経営・運営方針等が明記されてい
る。

従業者が守るべき倫理を明文化し、倫理及び法令遵守に関する研修
を実施している。

介護支援専門員に対し、定期的に状況報告し、連携を図っている。

利用者又はその家族からの相談、苦情等に対応する仕組みがあり、
その対応結果を説明している。

利用者の行動範囲について、バリアフリー構造とする工夫を行うな
ど、安全性等への配慮を行っている。

通所介護計画の見直しの結果、居宅サービス計画の変更が必要と判
断した場合、介護支援専門員に提案等をしている。

通所介護計画等に、サービスの実施状況及び目標の達成状況の記録
があり、評価を行っている。

利用者の状況を踏まえた送迎を行うため、利用者及びその家族との
打合せを行い、送迎車輌への乗降及び送迎車輌内での安全の確保の
ために、介助のための人員を配置している。

a

利用者ごとに送迎に関する希望を聴取し、送迎予定を作成
している。また、利用者ごとの送迎マニュアルが作成され
ており、確実な対応がなされている。送迎は職員2名体制で
実施されており、安全な対応に努めている。

年間のレクリエーション計画が作成されており、季節に合
わせたレクリエーション活動を行っている。また、日替わ
りで少人数で行えるレクリエーションも計画・実施されて
おり、バリエーションも豊かである。利用者の機能訓練を
意識した体操や散歩等も取り入れて、利用者の身体機能の
維持及び向上を図っている。

地域ボランティアを受け入れており、季節ごとの行事等で
協力を得ている。また、中学生の職場体験学習の受け入れ
等も行い、地域に根ざした取組みがなされている。受け入
れや活動状況については記録簿で管理されている。事業所
のサービス内容や行事等の地域へ情報提供は必要に応じて
なされている。

事業所内はバリアフリー構造になっており、適切な場所に
手すりが設置されていると共に、事業所の2階に移動する為
の階段にはリフトが設置されており、安全かつ円滑に移動
が出来るように配慮されている。

利用者の身体状況及び生活状況が変化した場合は、随時、
介護支援専門員に報告・相談がなされ、サービス内容の変
更を検討し、適切なサービス提供に繋げている。

a

a

a
モニタリングシートを活用し、計画目標の達成状況・身体
状況の変化・利用者の満足度等の評価がなされ、記録され
ている。評価結果を基に、定期的に通所介護計画の見直し
がなされている。また、利用者の身体状況や意向等に変化
があった場合は、その都度見直しを行っている。

毎月定期的に利用者の利用状況を介護支援専門員に文書で
報告している。また、利用者の身体状況及び生活状況に変
化があった場合は随時報告がなされている。必要に応じて
サービス担当者会議が開催されており、サービス内容を
チームで検討している。

緊急時の対応マニュアルが作成されているとともに利用者
の個別ファイルに主治医の氏名、連絡先が明記されてお
り、緊急時や急変時に迅速に連絡が取れる体制ができてい
る。また、主治医との連携対応記録も整備されている。

事業計画が毎年作成されており、経営・運営方針が明文化
され、事業所内に掲示している。

重要事項説明書に相談・苦情窓口が明記されており、利用
者及び家族に説明がなされている。また、事業内にも掲示
されている。相談・苦情対応についてはマニュアルと記録
簿が整備されており、適切な対応がなされている。

職務規定に職員が守るべき倫理が明示されている。職員に
対し、倫理及び法令遵守の研修も随時行っている。

a

a

利用者の主治医等との連携を図っている。

a

a

a

３．相談、苦情等の対応のために講じている措置

４．介護サービスの内容の評価、改善等のために講じている措置

a

レクリエーション活動を計画的に行っており、少人数又は利用者ご
とのレクリエーションにも配慮している。
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評点 コメント
項

評価基準

(3) 23

(4) 24

(1) 25

(2) 26

(1) 27

(1) 28

(2) 29

(1) 30

(2) 31

(3) 32

a

事業所の改善課題について、現場の従業者と幹部従業者とが合同で
検討するなど、課題改善に取り組んでいる。

２．事業運営を行う事業所の運営管理、業務分担、情報の共有等のため
に講じている措置

利用者の意向や満足度については、利用時に直接確認して
おり、日々のミーティングや全体会議で周知・検討されて
いる。サービス提供に関する自己評価も実施されており、
業務の適正化と質の向上に繋げている。

a

a

a

サービス提供記録の閲覧及び複写物の交付については契約
書に明確に規定している。a

現任及び新任介護員に対する研修が計画的に実施されてお
り、研修記録も整備されている。サービスに関するミー
ティングは随時行っており、日頃から各職員のサービスの
質の向上に努めている。

利用者又は家族の個人情報の取り扱いについては事業所内
に掲示があり、情報の管理責任及び収集の目的・範囲を明
確にしている。また、契約時に個人情報保護についての説
明を行い、文書にて利用者及び家族の承諾を得ている。

a

事故予防・再発防止や事故発生等緊急時対応マニュアルが
あり、事故・緊急時の連絡体制及び対策が構築されてい
る。また、非常災害事の対応や感染症及び食中毒の予防に
ついてもマニュアルが整備されていると共に、研修及び検
討会議が実施されており、安全及び衛生管理対策が講じら
れている。

個人情報の利用目的や保護規定を公表するなど、個人情報保護の確
保のための取組みがある。

サービスに関する情報について、従業者が共有するための仕組みが
あり、機能している。

３．安全管理及び衛生管理のために講じている措置

サービスの提供のためのマニュアル等の活用及び見直しの検討を定
期的に行っている。

通所介護に従事する全ての現任の従業者（新任者を含む）を対象と
する研修等を計画的に行っている。

利用者の意向、意向調査結果、満足度調査結果等を、経営改善プロ
セスに反映させるなど、サービスの質を確保・自己評価する仕組み
があり、機能している。

事業計画、財務内容等に関する資料を閲覧可能な状態にするなど、
事業運営の透明性確保に取り組んでいる。

事業所の組織体制、従業者の権限、業務分担及び協力体制を定めて
おり、機能している。

事故発生時、非常災害時における安全管理・衛生管理のための仕組
み又はその再発・蔓延を防止するための仕組みがあり、機能してい
る。

４．情報の管理、個人情報保護等のために講じている措置

５．介護サービスの質の確保のために総合的に講じている措置

利用者の求めに応じて、サービス提供記録を開示する仕組みがあ
り、機能している。

a

a

定期的に全体会議が開催されており、業務内容や取組状況
を報告・確認している。課題については全体で改善に向け
た検討がなされている。

各項目ごとのマニュアルが整備されており、全介護員が閲
覧可能な状態になっている。マニュアルの見直しについて
は随時検討されており、現状に即したマニュアル作成がな
されている。

事業計画・事業報告及び財務等に関する資料が整備されて
いる。事業所内では、常に閲覧可能な状態になっており、
事業運営の透明性が図られている。

a

a

毎日ミーティングを行い業務内容及び利用者の状況を確認
している。特に大切な情報については、連絡ノートを活用
し、職員全員への周知徹底を図っている。

組織体制及び業務分担が明確に規定されている。各職員が
責任を持って業務を遂行するとともに職員間で協力できる
体制を確立している。
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